
要 旨

　香川大学教育学部生物学教室所蔵のさく葉

標本についてデータベース化を行い，その特

徴を明らかにした。その結果，香川大学教育

学部生物学教室に収蔵されている標本の約９

割が６96５年代から６97５年代にかけて作製され

たものであることが明らかとなった。一方

で，標本が採集された場所は香川県が約5５％

であり，香川県以外の場所から採取された標

本も少なからず存在することが明らかとなっ

た。

　ある時点のある場所にどのような植物が生

育していたのか―その直接の証拠となる唯一

のもの，それは植物のさく葉標本である。さ

く葉標本の重要性は，標本上の植物が採集さ

れた時点に採集された場所に確実に存在し

た，という点にある。植物に限らず生物の分

類体系は科や属といったレベルから種レベル

までのあらゆるカテゴリーにおいて年々変化

しており，種名が変更されることや種名の適

用範囲が変更されることは頻繁に起こってい

る。文献上の植物リストと比較してみると標

本の重要性がよりはっきりしてくる。例えば

ある植物がリストを作成した時点ではＡとい
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う種であると考えられていたとしよう。しか

し後の研究からこのＡ種が２つの生物学的種

から構成されていることが判明した場合，植

物リスト上に記載された種名のみではそれが

新しくわかった２つの種のうちのどちらに対

応しているのか判断することが非常に困難と

なる。しかし，そのリストの植物に対応する

さく葉標本が存在していた場合，採集された

植物そのものが観察可能であるため，後世の

研究者が常にその植物について最新の知見を

反映させることができる。実際にリストのみ

で，対応するさく葉標本が存在しないこと

が，分類を混乱させている事例は少なからず

存在する（例えば津軽（７５５8）のマアザミの

例など）。実際に世界各地の標本庫に収蔵さ

れている標本は研究者によって常に再検討さ

れている。つまり，さく葉標本は植物の分類

や分布について検討する上で最も重要な一次

データであると言える。主要な標本庫の時の

管理者が増え続ける標本をなんとかして管理

しようと努力を続けていること（例えば村上

（７５５7）など）からもさく葉標本の重要性は

明らかである。

　香川大学教育学部生物学教室も一定数のさ

く葉標本を所有している。これまでこのさく

葉標本がいつどこで誰によって作製されたも
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のであるかは公表されていない。そこで７５６７

年４月から７５６９年６７月にかけて香川大学教

育学部生物学教室所蔵のさく葉標本につい

て，データベースの作成を行った。それぞ

れの標本をデジタルカメラで撮影し，ラベル

の記載をおこし，写真とラベルの記載の対応

表を作成した。またナフタレンによる標本の

保存を改め，標本が収められたそれぞれのカ

バーをジッパー付きのビニール袋に入れ，定

期的に－８５度の冷凍庫で１週間保存すること

で虫殺しを行う方法に変更した（図１）。ナ

フタレンは人体のへの有害性が報告されてお

り，長期間にわたる作業を行うことがある標

本庫での使用に適していない。また標本の収

蔵数が多い標本庫ではヨウ化メチル等の薬剤

による定期的な燻蒸が行われているが（小菅

ら７５５９），費用が発生する上に人体や環境へ

の影響も考えられるため，標本の点数が少な

い場合は冷凍庫での定期的な虫殺しが有効で

ある。

　調査の結果，収蔵されていた標本の点数は

66９7点であり，タイプ標本は所蔵していな

かった。次にラベルにより植物種が判別可能

だったものから，植物の種類の内訳を調べ

た。各植物の内訳は，藻類（褐藻類，紅藻

類，緑藻類，車軸藻類，接合藻類）が７９点で

全体の１％未満，蘚苔類が６点で全体の１％

未満，小葉類を含めたシダ植物類が８６５点で

全体の約５％，裸子植物類が８５点で全体の約

１％，単子葉植物が６５８5点で全体の約６6％を

占め，双子葉植物類が5５９７点で全体の４分の

３以上の78％を占めていた（図２）。

　それぞれの分類群の内訳は，小葉類を含む

シダ植物類では７5の科に属する種が含まれて

いた（付録１）。オシダ科が最も標本数が多

く9８点であった。これはオシダ科が日本で種

数が多い科の一つであることに対応してい

る。シダ植物の標本に関しては，ほとんどの

科において，例えばチャセンシダ科ではトラ

ノオシダ，メシダ科ではシケシダ，オシダ科

ではジュウモンジシダ，オオイタチシダ，ベ

ニシダといった具合に普通種が収蔵されてい

た。しかし中にはオオサトメシダ（図３）と

いった雑種（サトメシダ×ヤマイヌワラビ）

やウサギシダ（図４）のような北方系の種も

少数であるが含まれていた。単子葉植物は

８８の科にわたる標本が収蔵されていた（付

録２）。イネ科が７56点と最も多く，次いで

カヤツリグサ科の６6６点であった。双子葉植

物類は６７９の科にわたる標本がみられた（付

録３）。キク科が8５６点と最も多く，次いでシ

図１．－８５度冷凍庫による定期的な虫殺しの様子．
図２．香川大学教育学部生物学教室に収蔵され

ているさく葉標本の分類群別の構成比．
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ソ科の８９７点，バラ科の７7７点と国内に種数の

多い科が続いた。シダ植物類，単子葉植物，

双子葉植物類いずれも少ない標本数にもかか

わらず，多くの科にわたる植物が収蔵されて

いた。単子葉植物と双子葉植物類に含まれる

種に特筆すべきものが存在するかどうかは現

段階では判断できなかった。

　採集年代は６87５年代から６98５年代であり，

最も古いものは６87７年（明治５年）に採取さ

れたヤノネグサの標本（図５）であった（付

録４）。６96５年代の標本数が5８９9点と最も多

く，次いで６97５年代の767点であった。つま

り香川大学教育学部生物学教室の標本は９割

が６96５年代から６97５年代にかけて採集された

ものであることがわかる。それ以外の年代で

は６88５年代に６９8点の標本がみられた。また

採集地は，国内では北海道から沖縄まで広く

標本が集められていた（付録５）。そのうち

香川県が８5８5点と最も多く全標本の約半数を

占めていた。次に標本数が多いのが京都府で

8６７点，その次が長野県の９５８点であった。海

外の標本も少数ながら存在し，中国が5５点，

台湾が７６点，デンマークとオーストラリアが

それぞれ１点であった。採集者はラベルから

判別できたもののみから判断すると約5５名程

度の採集者により採集されていた（付録６）。
図３．香川大学教育学部生物学教室に収蔵され

ているオオサトメシダのさく葉標本．

図４．香川大学教育学部生物学教室に収蔵され
ているウサギシダのさく葉標本．

図５．６87７年（明治５年）に採集されたヤノネ
グサのさく葉標本．
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最も標本数が多いのはR３-Taka｣aか｣iの９９7５点

であった。R３-Taka｣aか｣iはかつて香川大学教

育学部生物学教室の教授であった故・高橋良

平氏である。また外の特徴としては「松霞軒

所蔵」と記された寄贈標本が７９8点ほどみら

れた。これらの標本は先に記した６88５年代の

標本に一致し，中国の5５点の標本もこの採集

者によるものである。

　結論として香川大学教育学部生物学教室に

収蔵されているさく葉標本は，標本庫に収蔵

されている標本の点数としては少ない。しか

し香川県には県立の博物館等の香川県の自然

環境を継続的に調査・記録する機関が存在し

ないため，６96５年代から６97５年代にかけて香

川県にどのような植物が生育していたかを示

す資料として，収蔵されている標本は一定の

価値があると言える。ただし収蔵されている

標本はいずれも作製された時点から分類学的

な再検討がほとんど行われておらず，すべて

の標本について一度見直し作業を行う必要が

あるであろう。またインターネット上での公

開が今後の課題である。

引用文献

小菅桂子・秋山弘之・田口信洋．７５５９．生物

系収蔵資料に含まれるDNAに及ぼすヨウ

化メチル燻蒸剤の影響．分類４：６7-７8．

村上哲明．７５５7．首都大学東京・牧野標本館

における所蔵標本の継続的管理と標本資料

に基づく情報の発信．分類７：5６-56．

津軽俊介．７５５8．標本に学ぶ．分類８：６５9-

６７６．

－ ７７ －



（チャセンシダ科）

（メシダ科）

（シシガシラ科）

（コバノイシカグマ科）

（オシダ科）

（トクサ科）

（ウラジロ科）

（コケシノブ科）

（ホングウシダ科）

（デンジソウ科）

（ヒカゲノカズラ科）

（ツルシダ科）

（ハナヤスリ科）

（キジノオシダ科）

（ゼンマイ科）

（ウラボシ科）

（マツバラン科）

（イノモトソウ科）

（サンショウモ科）

（フサシダ科）

（イワヒバ科）

（シシラン科）

（ヒメシダ科）

（イワデンダ科）

（キストプテリス科）

付録１．香川大学教育学部生物学教室に収蔵されているシダ植物類のさく葉標本の科別の標本数．
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（リュウゼツラン科）

（オモダカ科）

（ネギ科）

（ヒガンバナ科）

（サトイモ科）

（ヤシ科）

（クサスギカズラ科）

（ツユクサ科）

（イヌサフラン科）

（カヤツリグサ科）

（ヤマノイモ科）

（ホシクサ科）

（トチカガミ科）

（ヒヤシンス科）

（アヤメ科）

（イグサ科）

（シバナ科）

（ユリ科）

（メランチウム科）

（キンコウカ科）

（ラン科）

（サクライソウ科）

（イネ科）

（ミズアオイ科）

（ヒルムシロ科）

（スズラン科）

（ビャクブ科）

（ガマ科）

（サルトリイバラ科）

（ショウガ科）

（アマモ科）

（ススキノキ科）

（ショウブ科）

付録２．香川大学教育学部生物学教室に収蔵されている単子葉植物のさく葉標本の科別の標本数．
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（キツネノマゴ科）

（マタタビ科）

（ヒユ科）

（ウルシ科）

（セリ科）

（キョウチクトウ科）

（モチノキ科）

（ウコギ科）

（ウマノスズクサ科）

（ガガイモ科）

（キク科）

（ツリフネソウ科）

（シュウカイドウ科）

（メギ科）

（カバノキ科）

（ノウゼンカズラ科）

（ムラサキ科）

（アブラナ科）

（フジウツギ科）

（ツゲ科）

（ロウバイ科）

（キキョウ科）

（アサ科）

（スイカズラ科）

（ナデシコ科）

（ニシキギ科）

（マツモ科）

（カツラ科）

（センリョウ科）

（フウチョウソウ科）

（リョウブ科）

（フクギ科）

（ヒルガオ科）

（ミズキ科）

（ベンケイソウ科）

（ウリ科）

（ユズリハ科）

（イワウメ科）

（マツムシソウ科）

（モウセンゴケ科）

（カキノキ科）

（グミ科）

（ホルトノキ科）

（ツツジ科）

（トクダイグサ科）

（フサザクラ科）

付録３-１．香川大学教育学物生物学教室に収蔵されている双子葉植物類のさく葉標本の科別の標本数．
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（マメ科）

（ブナ科）

（ガリア科）

（リンドウ科）

（フウロソウ科）

（イワタバコ科）

（スグリ科）

（アリノトウグサ科）

（マンサク科）

（ハナイカダ科）

（アジサイ科）

（クロタキカズラ科）

（クルミ科）

（シソ科）

（アケビ科）

（クスノキ科）

（タヌキモ科）

（オオバヤドリギ科）

（ミソハギ科）

（モクレン科）

（アオイ科）

（ツヅラフジ科）

（ミツガシワ科）

（ザクロソウ科）

（シャクジョウソウ科）

（クワ科）

（ヤマモモ科）

（ウツボカズラ科）

（オシロイバナ科）

（スイレン科）

（モクセイ科）

（アカバナ科）

（ハマウツボ科）

（カタバミ科）

（ボタン科）

（ケシ科）

（キリ科）

（ハエドクソウ科）

（コミカンソウ科）

（コショウ科）

（トベラ科）

（オオバコ科）

（イソマツ科）

（ハナシノブ科）

（ヒメハギ科）

（タデ科）

（スベリヒユ科）

（サクラソウ科）

付録３-２．香川大学教育学物生物学教室に収蔵されている双子葉植物類のさく葉標本の科別の標本数．
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（キンポウゲ科）

（クロウメモドキ科）

（ヒルギ科）

（バラ科）

（アカネ科）

（ミカン科）

（アワブキ科）

（ヤナギ科）

（ビャクダン科）

（ムクロジ科）

（サラセニア科）

（ドクダミ科）

（ユキノシタ科）

（マツブサ科）

（ゴマノハグサ科）

（ナス科）

（ミツバウツギ科）

（エゴノキ科）

（ハイノキ科）

（ギョリュウ科）

（ツバキ科）

（ジンチョウゲ科）

（ヤマグルマ科）

（ニレ科）

（イラクサ科）

（オミナエシ科）

（クマツヅラ科）

（スミレ科）

（ブドウ科）

（ハマビシ科）

付録３-３．香川大学教育学物生物学教室に収蔵されている双子葉植物類のさく葉標本の科別の標本数．
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６87５ ～ ６879

６88５ ～ ６889

６89５ ～ ６899

６9５５ ～ ６9５9

６9６５ ～ ６9６9

６9７５ ～ ６9７9

６9８５ ～ ６9８9

６9９５ ～ ６9９9

６95５ ～ ６959

６96５ ～ ６969

６97５ ～ ６979

６98５ ～ ６989

付録４．香川大学教育学部生物学教室に収蔵されているさく葉標本の年代別の標本数．

－ ７8 －



北海道

青森県

宮城県

福島県

群馬県

埼玉県

東京都

千葉県

神奈川県

山梨県

静岡県

新潟県

富山県

長野県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

奈良県

大阪府

兵庫県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

香川県

徳島県

愛媛県

高知県

福岡県

長崎県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

中国

台湾

デンマーク

オーストラリア

付録５．香川大学教育学部生物学教室に収蔵されているさく葉標本の採集地別の標本数．
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香川県立高松中学校植物標本

秋山　きよ

浦上教諭

大島教諭

大平 　幸男

岡川　 純子

岡部　 弥生

岡本　 嘉子

加藤　 恵子

喜田　 チカ

北岡　 洋子

楠田　 多喜子

久保　 高明

合田 　学

コダヒラ製作所

坂口

坂口　 清一

坂本　 久子

寒川　 和子

白井　 世知子

高雄高才女学校

高橋　田辺

長瓦

中村　 久太郎

中村 　森井

浪越 　熱子

平地　 正弘

藤岡　 春美

藤田　 文子、

付録６-１．香川大学教育学部生物学教室に収蔵されているさく葉標本の採集者別の標本数．
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藤野　孝典

古川　貴子

平地　正弘

本位田　貴之

松尾　俊子

松霞軒所蔵

三宅　久美子

宮崎　忠司

宮武　石浦

森井

山路　綾子

山路　綾子

山下　順子

和気　俊郎

和気　俊郎、

渡辺　豊子

付録６-２．香川大学教育学部生物学教室に収蔵されているさく葉標本の採集者別の標本数．

－ ８６ －


